
ISSN 0911-310X 

龍谷大 学

第 3号

昭和62年3月



自主欠

巻頭言 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一井ノ口 泰淳一一一 l 

弘法大師空海の1ム身銭

ーとくに『総額密二教諭』を中心にしてー ・一一・一一.....今井 浄圏 一一一 2 

西山義における「孝養父母Jの解釈 ・一一一一一-一一一一--一一伊藤 正)1額一一--. 6 

姥誌論文分類目録W 訂正とお詫び ーー一一一ーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーー一一ーーー一一 8 

会員名簿 一一-一ーーーーーーーーー一一一一・ー・一一一ーー一......一一一一---一一一.-------. 9 

院生会員研究発表題目 一一一一一一一一一一一一…・一一一一--一一一一-一一一-一一-1 0 

院生会員発表論文 ーーーー一一ー一一-一一一一一一一一一一一一一.......一一............一一-1 1 

あるとおもって燦せ 一 一ー一......._-一..-........一司ー・ー・・"一一一 山崎 慶輝 一一一12 

健駄湿国 ・一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一・入海 崇-一一-1 5 

レンダーワの『四百論註』シノブシス _. -_._-------------_.._".三谷 真澄 .-----2 3 

論伽行派における『雑阿含A703経の解釈をめぐって ・・・・ー・ 稼回 祥道一一--2 9 

『勝義空経』について・・・ーーーーーーーーーー一-一一---一一ーー一一..-_.. _...膏原 令知一----4 0 



巻

頭

ニ=口

井
ノ
口

泰
淳

本
「
年
報
」
第

2
号
の
巻
頭
言
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
に
在
籍
す
る
学
生
諸

君
の
研
究
発
表
の
場
と
し
て
企
画
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
編
集
か
ら
刊
行
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
事
務
処
理
や

経
費
の
支
弁
は
所
属
学
生
諸
君
の
自
主
的
な
協
力
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
お
り
、
先
づ
、
そ
の
責
任
の
衝
に
あ
た
っ
た
人
々
の
労
を
多

と
し
た
い
。

本
「
年
報
」
は
以
下
見
ら
れ
る
通
り
、
博
士
後
期
課
程
の
学
生
諸
君
の
研
究
成
果
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
完
成
し

た
成
果
の
一
部
と
い
う
よ
り
は
、
将
来
さ
ら
に
大
き
く
結
実
す
る
で
あ
ろ
う
目
標
へ
の
道
程
を
示
す
も
の
で
、
本
書
に
寄
せ
ら
れ
る

批
判
は
論
文
執
筆
者
逮
へ
の
い
ま
し
め
と
は
げ
ま
し
に
な
る
事
と
思
い
、
読
者
諸
賢
の
御
高
判
を
お
願
い
す
る
。

第
2
号
、
第
3
号
と
継
続
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
年
一
回
の
刊
行
で
あ
る
の
で
、
論
文
寄
稿
者
の
顔
振
れ
が
よ
り
多
彩
と
な
り
、

し
た
が
っ
て
、
取
り
扱
わ
れ
る
テ

i
マ
も
よ
り
多
様
と
な
る
こ
と
を
敢
え
て
要
望
す
る
。

大
学
院
学
生
の
研
究
発
表
の
場
は
本
「
年
報
」
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
他
、
主
と
し
て
修
士
論
文
を
掲
載
す
る
「
龍

谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
」
や
、
わ
れ
わ
れ
の
共
同
の
発
表
場
所
で
あ
る
「
仏
教
学
研
究
」
も
あ
る
。
ま
た
各
種
の
学
会
誌
も
広
く

開
放
さ
れ
て
お
り
、
私
の
過
去
を
顧
み
て
、
全
く
隔
世
の
感
が
あ
る
。
口
頭
発
表
に
伴
う
極
く
僅
か
の
紙
幅
し
か
与
え
ら
れ
な
い
、

い
わ
ゆ
る
全
国
学
会
誌
の
み
な
ら
ず
、
か
な
り
長
文
の
研
究
成
果
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
専
門
誌
も
少
く
な
い
現
状
で
あ
る
。
本
「

年
報
」
を
土
台
と
し
て
広
く
学
外
へ
、
他
の
専
門
誌
へ
と
そ
の
発
表
の
機
会
を
求
め
て
、
飛
躍
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
て
い
る
。
学
生

諸
君
が
よ
り
意
欲
的
に
研
究
活
動
を
活
発
化
さ
れ
こ
そ
、
本
「
年
報
」
の
刊
行
の
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
い
さ
さ
か
巻
頭
言
と
し
て

は
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
文
辞
を
連
ね
た
が
、
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
諒
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。



fム孝女全詳目司 f系 奈佐言志言命:>c会iト笑頁自主義 IV

言T工E とお言宅ひ、

ベージ数

241 

314 

412 

564 

756 

782 

870 

858 

nOI 

12fiO 

索引篇

ページ数

137 

24~l 

a55 

論文番号

32454 

33637 

41394 

51149 

54569 

5502D 

56628 

56416 

571HO 

71178 

20行目

春日井真也

広川尭敏

菩薩の哲学→菩薩道の哲学

梁朝伝→梁朝畳

窺規→窺差

東洋学論叢 330→東洋学論叢 33 

撰択→選択

分類ミス 第 12章へ

分類ミス 第 11章へ

龍谷教学 9→龍谷教学l....Q_

「精神本懐集 J →「誼神本領集 J

清沢満元→清沢i荷之

l亮立→削除

:~0940 → 30939 

~j3565 追加

以上、訂正し、お詫び申し上げます。この『雑誌論文分類目録IV.oの訂正

は順次、 『年報』に掲載していくつもりです。
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弘

樹

徳
正
一

雄

敬

之

薫

潮

明

恒

一

清

雅

浩

行

雅文

秀範

藤原

宮内

山名

3回生

木村

浄念

土山
中野

三上

薮

笹川

4回生
貞包

中臣

詩書証

宏

周

彦

明

見

子

晃

秦

仙

俊

保

松

君

;s 

大谷徹総

販原英見

佐野 功

薗田 香樹

羽恨田孝次

別段瑞生

桃尾幸 I1踊

2回生

井上

新植

竹本

筒井

南部

漬野

藤本

長義

程

順

慧

文

英

英

諜

秀

幸

正

正

正

尚

繭

俊

士

隆

英

賢

修

温

中

原

生

一

勝

児

中

光

利

院

生

川

十

上

高

関

西

若

回

伊

金

竹

東

毛

学

回

相

五

井

悔

4

大

1

潤

純

昭
芳

雄

重量芝

大 学院博士課程

1回生
池要

上田愉美子

後藤康夫

吉田 健一

2回生

青 原

今井

浄福

白井
藤田

三 谷

3回生
加 藤

知

圃

伸

之

道

准

令

浄

雅

博

祥

真

利 生

編集委員

要 (D 1 ) 池後藤康夫 (D 1 ) (M  1 ) 薗田香樹

編

集

後

記

南部松見 (M2 ) 

仏

教

学

研

究

室

年

報

第

3
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

御

覧

の

よ

う

に

本

号

よ

り

ワ

ー

プ

ロ

印

刷

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

印

刷

の

文

字

、

書

式

等

、

必

ず

し

も

統

一

さ

れ

て

お

り

ま

せ

ん

。

従

っ

て

、

お

見

苦

し

い

点

は

あ

ろ

う

か

と

思

い

ま

す

が

、

内

容

面

に

閉

し

て

は

よ

り

充

実

し

た

論

文

が

掲

載

さ

れ

た

と

信

じ

て
お
り
ま
す
。

ま

た

、

本

年

3
月

を

も

っ

て

退

職

さ

れ

る

山

崎

慶

輝

先

生

、

そ

し

て

井

ノ

口

泰

淳

先

生

に

は

御

多

忙

中

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

原

稿

を

お

寄

せ

頂

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

兼

任

講

師

の

入

淳

崇

先

生

か

ら

も

特

別

に

原

稿

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

こ

こ

に

記

し

て

感

謝

の

意

を

表

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

さ

て

本

号

は

例

年

に

較

べ

て

投

稿

者

の

数

が

少

な

く

、

非

常

に

残

念

に

思

わ

れ

ま

す

。

本

『

年

報

』

が

よ

り

充

実

し

た

も

の

と

な

る

た

め

に

も

、

数

多

く

の

論

文

が

寄

せ

ら

れ

る

こ

と

を

期

待

し

、

ま

た

編

集

委

員

と

し

て

も

、

よ

り

多

く

の

論

文

を

投

稿

し

て

も

ら

え

る

よ

う

努

力

し

て

い

く

所

存

で

す

。

最

後

に

本

『

年

報

』

が

水

準

の

高

い

雑

誌

と

し

て

発

展

し

て

い

く

よ

・

っ

、

院

生

各

位

の

一

層

の

奮

起

を

期

待

し

、

さ

ら

に

諸

先

生

の

御

叱

正

と

御

指

導

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま
す
。

nv 

功 (M1 ) 佐野

( D 3 ) 

( D 3 ) 

昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
発
行

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
第
三
号

編
集
者
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

印

制

所

謹

文

堂

印

刷

発
行
所
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

京
都
市
下
京
区
七
条
大
宮
龍
谷
大
学
内

O
七
五
l
三
四
一
ニ
|
一
二
三
一
一
(
代
〉

潤

若原雄昭

問 中
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く日本印度学仏教学会第37回学術大会> (於東京大学〉

(6月14日〉

加藤 利生
三谷 真澄
吉田 健一

寺井 良宣

問中 潤
伊藤 正順

(6月15日〉

『瑞伽師地論』に見られる瑞伽行派の極微論の特色

『仏護註』に関する一考察

『一乗仏性究寛論』と『権実論』との対照検討 (2)
『権実論』の欠落部分に見られる『ー乗仏性究寛論』の特色 (3)

『ー乗仏性究寛論』と『懇日論』との関連検討 (4)

西谷義・深草義における掌提の得益の相違

毛利 俊英 : 瑞伽師地論声聞地の四諦観

上回 愉美子 : 唯識学派における相続転変差別の概念 ( 1 ) 
藤田 祥道 : 璃伽行派における育と無に対する一考察

若原 雄昭 : Se ra Rje btsun Chos ky i rgya I mtshanの内遍充論批判

白井 博之 : Chos ky i bzang poの学説綱要書

東光 爾英 : 敦煙出土の『起信論疏』の研究 -S.ch.4137についてー

今井 浄園 : 不空門下潜真の「菩提心義」について

[学内における予備発表会 6月2、3、6日]

く日本宗教学会第45回学術大会〉 (於京都大学〉

(9月14日〉

域福 雅伸

後藤 康夫

(9月15日〉

鎌倉初期の法相宗の学僧良算について

日本唯識思想の研究

一五重唯識観の展開 遣虚存実識について(1 )ー

池 要 : 静遍僧都における弥陀浄土思想の特色(1 ) 

く天台学会> (於叡山学院議堂〉

(1 0月24日〉

吉田 健一 : r一乗仏性究寛論』に閲する研究の現状

寺井 良宣 : D'法華玄賛』の註釈書について

く修士論文中開発表会〉

(1 1月20日〉

中野 薫 : 瑞伽行学派の実践道としての唯識観

藤原 弘 : アボーハ論の研究

ーダルマキールティを中心にして-

~，('1 1月21日〉
筒井 保明 : 漢訳者翻訳態度の比較研究

藤本 晃
(11月25日〉

漬野 君子

土山 雅之

ーチベット訳Suhrl-Iekhaと三種の漢訳についてー

中国仏教に於ける仏身論の変遷

弘法大師の言語観

ー『声字実相義』を中心としてー

『一乗要決』の研究
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D 1 
池 要 ・静遍僧都の研究 (龍谷大学大学院研究紀要第8集 S62.3)

・静遍僧都における弥陀浄土思想の特色 (1) (宗教研究 60-4562.3) 

上回愉美子 ・唯識学派における相続転変差別の概念(1) (印仏 35・2562.3) 

後藤康夫 ・日本唯識思想、の研究

一五重唯識説の展開 遣虚存実識について(1 )ー (宗教研究 60-4S62.3) 

吉田 健一 ・法華慨法の研究 (龍谷大学大学院研究紀要第8集 562.3)

『一葉仏性究寛論』と『一乗仏性権実論』との対照検討 (2) (印{ム 35-2562.3) 

D2 

青原令知 ・作用と功能

一衆賢説における実育情造ー(仏教学研究42号 561.5)

今井 浄圃 ・不空門下潜真の『菩提真義』について(印仏 35・1561.12) 

『菩提心論』の成立年代について 〈密教学第23号 562.3)

域福 雅伸 ・錬倉初期の法相宗の学僧良算について 〈宗教研究60・4562.3) 

白 井 博之 ・Choskyi bzang poの学説綱要書 (印仏 35・2S62.3) 

寺井 良宣 ・『ー乗仏性究寛論』にみられる法宝の数学的特色

一『ー乗仏性権実論』の欠落部分を中心にー 〈印仏 35-2562.3) 

. Ii'法華玄賛』における一乗解釈

一「理一乗J論を中心としてー 〈天台学報 28号 561.10)

三谷真澄 ・『仏謹註』に関する一考察 〈印仏 35・2S62.3) 

D3 
加藤 利生 ・『湾総伽師i世論』に見られる論伽行派の極微論の特色 〈印仏 35-2S62.3) 

問中 潤 ・貞慶における道理真理説の考察 (仏教学研究42号 S61.5)

・『ー乗仏性究寛論』と『能顕中辺悪日論』との関連検討 (4) (印仏 35-2S62.3) 

若原雄昭 ・ヴヱーダの権威

ーニャ‘ーャ・ヴアイシヱーシカの立場一(上) (仏教学研究第42号 S61.5)

• Se I a Rje btsun Chos ky i rgya I mtshanの内遍充論批判 (印仏 35・2S62.3) 

D4 

伊藤 正11国 ・西谷義・深草義における奪提の得益の相違 〈印仏 35-2562.3) 

金児 懇 ・ Genshinand the Ritual of Twenty-five Sasladhi (The Pure Land No.3 近刊〉

東光商英 ・敦煙出土の『起信論疏』の研究

-s. c h. 41 37について一 〈印仏 35・1S61.12) 

毛利 俊英 ・湾総伽行派に於ける四念住の展開 〈仏教学研究第42号 S61.5)

・声聞地の修行道体系について 〈印仏 35-2S62.3) 

・声聞地の修行道 〈龍谷大学大学院研究紀要第8集 S62.3)

ー 11-
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条 条

立1

条

第

四

条

第

五

条

第

六

条

第

七

条

第

八

条

第

九

条

第

十

条

龍

谷

大

字

仏

教

学

院

生

会

会

則

努1

総

l
 

n
u
n
 

本
会
は
、
凶
谷
大
学
仏
教
川
下
院
生
会
と
除
す
る
。

本
会
は
、
院
中
の
自
治
を
け
哨
本
と
し
て
、
川
f
問
の
白
山
を

擁
護
し
、
他
谷
大
学
仏
教
川
子
大
学
院
生
の
研
究
寸
前
動
の
向

上
に
努
め
、
会
白
川
相
互
の
鋭
慨
を
図
る
乙
と
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
、
執
行
部
を
京
剛
山
小
山
下
京
区
七
阜
市
大
宮
飽
谷
大
学

仏
教
学
研
究
索
内
K
置
く
。

第
二
軍

ぷ〉、，. 

員

本
会
は
、
次
の
会
員
を
以
て
術
成
す
る
。

一
、
正
会
員
総
谷
大
学
大
学
院
仏
教
学
専
攻
に
在
符
す

る
も
の
。

本
会
の
主
己
刊
に
質
問
し
、
杭
刊
K
本
会
に
認

め
ら
れ
た
も
の
。

二
、
準
会
員

第
三
意

総

A 

"" 

総
会
は
、
本
会
の
級
官
同
議
決
機
関
で
あ
る
。

総
会
は
、
本
会
の
正
会
貝
を
も
っ
て
術
成
す
る
。

総
会
は
、
正
会
員
の
三
分
の
一
以
上
の
容
加
を
も
っ
て
開

催
す
る
ζ

と
が
で
き
る
。

総
会
は
、
会
長
が
乙
れ
を
沼
集
し
、
次
の
場
合
K
開
催
さ

れ
る
。

一
、
定
期
総
会

(毎
年
四
月
、
九
月
)

二
、
会
長
が
必
嬰
と
認
め
た
場
合
。

三
、
正
会
員
の
五
分
の

一
以
上
の
述
署
に
よ
る
妥
求
の
あ

っ
た
場
合
。

総
会
に
お
け
る
決
議
は
出
席
会
員
の
過
半
数
の
同
意
を
必

要
と
す
る
。

第
凶
帝

執
行
部
役
員

本
会
は
、
次
の
役
員
を
お
く
。

第
十
一
条

第
十
二
条

第
十
三
条

第
寸
凶
条

第
十
五
条

一
、
川
会
長

一
名

川

刷

会

長

一
名

川

会

計

一
名

川
捗
外
一
名
川
山
下
H
H
L

一
名

川

会

引

監

托

-
名

川
文
院
協
代
表
委
員
二
名

二
、
た
だ
し
、
川
、
間
以
外
の
滞
任
は
乙
れ
を
さ
ま
た

げ
な
い
。

会
長
は
、
会
H
U

の
州
加
に
よ
り
総
会
の
原
閉
山
を
得
る
。
文
、

役
員
は
、
総
会

K
お
い
て
正
会
員
よ
り
逃
山
す
る
。

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
執
行
部
は
統
府
す
る
。

役
員
の
任
期
は

一
作
と
し
、
重
任
は
妨
げ
な
い
。

第
五
章

xi 

耶
T

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
為
、
次
の
事
業
を
行

司つ。て
研
究
発
表
会
、
講
泌
会
等
の
開
催
扱
び
に
そ
の
俊
助
。

二
、
出
版
物
の
刊
行
。

三
、
会
員
斜
院
に
関
す
る
事
業
。

第
十
四
条
一
、

二
、
の
引
業
花
関
し
て
は
次
の
と
お
り
K

行-つ。
一
、
第
十
四
条

一.の
内
、
定
例
研
究
発
表
会
を
行
う
乙
と

と
し
、

E
れ
を
行
-つ
に
あ
た

っ
て
は
、
仏
教
学
会
と
共

催
す
る
。
又
、
原
則
と
し
て
正
会
員
は
、
年

一
度
研
究

発
表
を
す
る
乙
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
発
表
の
場
と
し

て
定
例
研
究
発
表
会
を
お
と
な
-
つ
も
の
と
す
る
。

二
、
研
究
発
表
に
関
し
て
は
‘
次
の
と
お
り
に
行
う
。

川
修
士
課
程
(
以
下
M
と
略
す
〕
一
年
は
、
一
年
間

を
発
表
猶
予
期
間
と
み
な
し
‘
翌
年
度
初
頭
に
お
け

る
研
究
綬
過
報
告
会
に
て
発
表
を
行
う
も
の
と
す
る
。

同

M

2
年
以
上
は
、
修
士
論
文
提
出
前
に
行
う
中
間

発
表
を
も
っ
て
、
乙
れ

κか
え
る
乙
と
が
で
き
る
。

但
し
、
該
当
年
度
の
論
文
提
出
を
行
わ
な
い
も
の
も
、

研
究
経
過
の
発
表
を
も
っ
て

ιれ
に
か
え
る
乙
と
が

で
き
る
。

村
博
士
後
期
諜
程
(
以
下
D
と
略
す
)
は
、
何
等
か
の

研
究
雑
誌
K
活
字
化
さ
れ
た
論
文
の
発
表
を
行
う
。

第
十
六
条

第
十
七
条

第
十
八
条

第
十
九
条

第
二
十
条

同
似
し
、

D
l
年
は
、
修
士
論
文
.公
約
(
「大
宇
鋭
化

m
k
」
に
川
山
職
分
)
を
も

っ
て
乙
れ

K
が
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

二
一、
犯
卜
問
条
二
の
内
、
年

一
向
は
、
仏
教
川
よ
千
ζ

共
同

し
、
研
究
雑
誌
の
発
刊
を
お
こ
な
う
も
の
と
す
る
。

四
、
第
J
f
五
条

一
、
三
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
受

員
会
を
再
出
き
、

本
会
品
開
行
部
役
員
よ
り
二
名
、
仏
教
学

会
役
員
の
任
に
あ
る
本
会
正
会
員
よ
り
二
名
を
も

っ
て

乙
れ
を
情
成
す
る
。

川
実
行
委
員
の
内
、
実
行
委
員
長

一
名
を
互
選
し
、

委
員
を
統
協
同
す
る
も
の
と
す
る
。

同
但
し
、
実
行
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
計

干
名
の
委
員
を
、
正
会
民
よ
り
委
員
長
が
任
命
す
る

ζ

と
が
で
き
る
。

第
六
車

ム
~ 

1十

本
会
の
会
計
年
度
は
、
待
作
四
月

一
日
よ
り
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
と
す
る
。

本
会
の
経
行
は
、
還
元
金
、
会
費
、
寄
付
金
、
お
よ
び
そ

の
他
の
収
入

κよ
る
。

正

会

員

会

資

年

額

一

、

良

む

内

準
会
員
会
費
年
額
一
、

只

む

円

本
会
の
決
鍔
報
告
は
、
監
査
委
員
の
監
査
を
，
つ
け
た
後
、

執
行
部
が
決
抑
制
立
口
容
を
総
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付

目IJ

本
会
則
は
、
総
会
の
決
議
K
よ
り
、
変
更
す
る
ζ
と
が
で

晶
吉
場
。
。

本
会
則
は
、
附
加
六
十
年
四
月

一
目
よ
り
峠
施
行
す
る
。
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